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そこで N4-glucuronideの存在についても検討を行なったがペ- パ- クロマ トグラフィ- によっては著
者の方法では定性的にその存在の明確な結論を得るに至らなかった｡
Ⅱ 尿中排せつ量
次にスルファジメトキシンを投与 した場合の尿中排せつ物をペ- パークロマ トグラフィーによって分離
し, 一斉分離定量を行ない, 投与後 168時間にわたって人およびうさぎの尿中濃度変化ならびに排せつ量
を測定 した√-尿中 排せつ率は人の場合投与量の83% が排せつ され, その中77% は .N1-glucurolideとし
て,17%はN4-acetylsulfadimethoxineとして, また5%は末変化のまま排せつされることがわかった｡
- 5 5 4 -
また N4-glucuronide画分として0.9%の値が梅られた｡
一方うさぎの場合は投与量の82% が尿中に認められ, その55% はNLacetylsulfadimethoxineとして,
















知ることはこの薬物の有効性を論ずる上に極めて重要な ことである｡ 著者は sulfadimethoxine-NLglu
curonideについては遂にその絶品を得るに至らなかったので, そのアミド体である sulfadimethoxine-





物を検討し, 肝臓スライスのみが N4-acetylsulfadimethoxineおよび N1-glucuronideを生ずることを
認め, これらの代謝物の生成は肝臓において行なわれることを知った｡ しかしこの検討において N4-glu -
curonideの生成は遂に認めることができなかった｡
さらにスルファジメトキシンおよび比較のためにスルファチァゾールをおのおの別個に Krebs-Ringer
溶液中のうさぎ肝臓スライスに添加 し, 370に加温振とうし, 一定時間ごとにペーパークロマ トグラフィ
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かにした｡ 代謝物を時間的に定量 した結果各代謝物について, 家兎に於ては通常のサルファ剤を人体に投
与 した場合と類似の割合で代謝を受けるに反 して, スルファジメトキシンを人体に投与 した場合には代謝
物の量に特異性のあることを見出した｡ 特に Nlダルクロナイ ドは77% の多きに達 し末変化並びにアセチ
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